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土肥いつき
京都の公立高校教員。24時間一人パレード
状態のトランス女性。趣味の交流会運営で
右往左往する日々を送っている。

土肥いつき
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第５回

　わたしは教員生活の３分の２を人権教育担当をして
きました。担任時代も学年の人権教育担当をしていた
ので、教員生活＝人権教育と言っても過言ではありま
せん。「しんどい子」の担任をしたり、交流会をする
だけなく、人権教育推進の裏方ともいえるさまざまな
事務仕事もしてきました。おかげさまで、事務処理能
力はずいぶんと鍛えられました。いつしかそうした仕
事が人から評価されるようになりました。しかし、人
から評価されるようになるにつれ、わたしの存在価
値は実践や事務仕事であって、「実践や事務仕事抜き
の『単なるいつき』には価値がない」と感じはじめま
した。だからこそ、実践や事務仕事をがんばりました。
すると、それが評価されます。その評価は、わたし
にとってのプライドであると同時に、「単なるいつき」
の無価値さをわたしにつきつけるものでした。
　そんなわたしにひとつの転機がありました。
　わたしは 2010 年に SRS を受けましたが、いろいろ
不満が出てきて、2015 年３月に再手術を決めました。
今回は前回とは違う N 病院に行くことにしました。他
人が手術したあとの修正術のめんどくささは、素人の
わたしでもわかりますが、Y さんは快く引き受けてく
ださいました。そして、７月に再手術を受けました。
　手術のあとの休みは２日だけ。そこには「修正術だ
から、たいしたことはないだろう」という勝手な思い
込みがありました。ただ、３日目に職場に行くと、さ
すがに「『安静』とは寝ることなんだ」ということが
わかりました。が、２日もすると身体も慣れてきて、
ふだんどおりの生活をはじめました。
　手術の２週間後に、トランスジェンダー生徒交流会
のキャンプがありました。みんなと一緒に肉を食べビ
ールを飲み、楽しい２日間を過ごしました。帰り道、
おみやげを買いに寄ったお店でトイレを借り、便器に
座った次の瞬間、プツンという音が聞こえました。あ
れ？と思って下を見ると、すごい出血です。しかも、
タラタラと流れていて、止まる気配がありません。
　外に出ると卒業生たちがいて、大騒ぎになりました。

それでもとにかく、京都市に向うことにしました。と
ころが、出血が止まりません。患部は見えませんが、
確実に出血し続けているのがわかります。途中で「こ
れは限界だな」と思って、救急車を呼ぶことにしまし
た。119 の電話を終えて、ふと下を見ると、血の池が
見えました。その瞬間、気絶したようです。次の記憶
は救急車のサイレンでした。「助かった」と思いました。
そのまま救急搬送されました。病院の処置室から出る
と、卒業生たちがずっと待ってくれていました。みん
なとこぶしをあわせながら「生きて帰るよ」と言い、
ICU に運ばれました。わたしの入院の知らせを聞い
た Y さんは、わざわざ名古屋から来てくださり、す
ぐに再々手術の段取りを組んでくださいました。
　救急隊員の話によると、約１リットルの出血だった
とのことでした。京都市内までがんばってたら、死ん
でいた可能性がありました。今にして思うと、出血の
原因は１週間前のことでした。急ぎの用事のためにキ
ックボードで移動中、地面を蹴った瞬間、患部がプツ
ンといった気がしました。おそらく、くっつきかかっ
ていた患部が開いてしまったのでしょう。わたしの無
謀さであるにもかかわらず、Y さんはすべてを自分の
責任として処理してくださいました。
　入院して３日目、ICU から一般病棟に移りました。
ICU で ON にしていた機内モードを OFF にした瞬間、
大量のメールがなだれ込んできました。ほとんどはど
こかで事態を知って心配のメールでした。「生きてい
てくれてよかった」「まだ死なれたら困る」「まだまだ聞
きたい話がある」、とてもうれしいメールでした。そ
れから１週間ほどしたある日、Facebook を見ている
と、いつも辛辣なコメントをされる友だちが「いつき
は生きているだけで意味がある」という投稿をしてく
ださっていました。その時「単なるいつきにも価値が
あったんだ」と思いました。
　大量出血のできごとを通して、自分はたくさんの人
に支えられてきたことがわかるとともに、だからこそ
等身大の自分でいていいと思えるようになりました。

「等身大でいい」


